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浸水対策の雨水貯留はヒューム管で 



雨水貯留管はヒューム管で

　浸水被害が発生する市街地などにおいては、浸水対策として道路・公園下に、ヒューム管
を雨水貯留管として設置することにより、被害の最小化を図ることができます。

● コスト縮減
非開削工法である推進工法用ヒューム管を使用することにより、工期が早く、立坑のスペースが
小さいため、工事費が安価です。

● 優れた耐震性、水密性
地震時においてヒューム管は、継手部の抜け出し量が確保されており、地震動レベル２に対応
し、しっかりと止水性を保つことができます。

● 急曲線、長距離に対応
曲げ角度の許容範囲が大きく、高強度のヒューム管を用いることにより、急曲線及び長距離に
対応することが可能です。

● 環境に優しい
ヒューム管、すなわち遠心力鉄筋コンクリート管は、その主材料が国内資源で構成されており、
環境に大変優しい製品です。



ヒューム管で 雨に強いまちづくり 都市

　内水
設を出
降った

　現在の都市部及び市街地では、地表のほとんどが建物やアスファルトの道路で覆われてい
るため、雨水が地下に浸透しにくく、短時間に大量の雨水が河川や下水道に集まり、河川の
氾濫や地盤の低い地域における浸水が度々発生するようになりました。
　ヒューム管を雨水貯留管として設置することにより、大量の雨水を一時的に貯留し、まち
中への浸水を防ぐことができます。

都市開発後の雨水流出量の変化

■１時間降水量50㎜以上の年間発生回数■
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■１時間降水量100㎜以上の年間発生回数■
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※１時間降水量の年間発生回数を全国約1300地点のアメダスより集計。（国土交通省資料より）

● 予測困難な集中豪雨（ゲリラ豪雨）が多発
近年、地球温暖化による気候の変化に伴い、予測困難で短時間に集中する豪雨（ゲリラ豪雨）
が多発し、毎年甚大な浸水被害が発生しています。



都市の浸水対策イメージ

　内水氾濫対策を受け持つ下水道と、洪水氾濫対策を受け持つ河川が連携共同し、相互の施
設を出水規模に応じて融通利用します。その場合には、必要となるネットワーク管路を敷設し、
降った雨を排除して浸水を防ぎます。

覆われてい
り、河川の

留し、まち

（施工中の推進管）

（国土交通省資料より）
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一定の水深を設定
 （例：床上浸水は防止する
　　  水準の水深等）

公助・自助を効果的に組み合わ
せた総合的な対策を行うことで、
浸水被害の最小化を早期かつ経
済的に図ることができる。

既設管の有効利用
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ヒューム管の貯水量計算及び推進管の施工実績

１．貯水量計算 

 管径 断面積 有効長 １本当り貯水量 100本当り貯水量
 （mm） （㎡） （m） （㎥）※ （㎥）※

 2000 3.14 2.43   7.63   763

 2200 3.80 2.43   9.24   924

 2400 4.52 2.43 10.99 1,099

 2600 5.31 2.43 12.90 1,290

 2800 6.16 2.43 14.96 1,496

 3000 7.07 2.43 17.18 1,718
※貯水量は内空体積の100％を示します。

200リットルのドラム缶で3815本分に相当します。

ドラム缶4620本分に相当します。

ドラム缶5495本分に相当します。

ドラム缶6450本分に相当します。

ドラム缶7480本分に相当します。 

ドラム缶8590本分に相当します。
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２．大口径推進管の施工実績（推進延長の累計） 
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３．長距離推進施工実績

 管径 1スパン最大延長 施工年 発注者 工事件名
 （mm） （m）

 2000 624 H18 日本下水道事業団 福井市木田－春日雨水貯留管建設工事

 2600 578 H20 見附市役所 見附市公共下水道事業合流改善雨水貯留管設置

 3000 495 H17 横浜市環境創造局 都築処理区佐江戸雨水幹線下水道整備工事

 3000 537 H18 越谷市役所 公共下水道築造工事（中川第１号雨水幹）

 3000 625 H17 名古屋市下水道局 鳴尾第２雨水幹線下水道築造工事
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